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・新 任 特 集・
就任のご挨拶
平成21年4月1日 付 で看護 実践 開発科学講座 の教授 に就任 いた しま した。前任校の兵 庫県 立大学
は、大 阪大学 を中心 に近畿 の5大 学が連携 して取 り組 む文部科学 省の 「が んプ ロフェ ッシ ョナル
養成 プラン」 の1つ であ り、前任校 の折か ら私 も大 阪大学 の招聘准教授 と してが ん看護専 門看 護
師の育成 に携わ らせ ていただ いて いま した。
私 の主た る研究領域 はが ん看 護です。私 自身 もが ん看 護専門看 護師 を目指 し兵庫県立看護大学
(現:兵 庫県 立大学)の 修士課 程に進学 しま した。そ こで、米 国のUniversityCaliforniaSan
FranciscoSchoolofNursingからが ん看護 専門看護 師の教育 を立 ち上げ るた めに兵庫 に来 られ
た指導教授 のPatricia.J.Larson博 士 との出会 いが あ りま した。Larson先 生か ら学んだOncology
Nursingは 、現在 の私 のがん看 護 に対す る専 門性 を見 出 して いくとき の現象 の捉え方、考 え方 の土
台 とな って います。そ して専門看護師 の教育課程 で 自分 自身が看 護実践 を重ね実践 と理論 を統合
しなが ら学べた経験 は非 常 に貴重な もので あった と痛 感 して います。修士課 程修 了の際にLarson
先 生が米 国 に帰国 され る こととな り、私はそ のまま兵庫県 立看護大 学 に就職す ることとな りま し
た。そ の後、私はが ん看護 の中で も患者のセル フケアに着 目した症 状マネ ジメ ン トの看 護介 入 を
研究テー マ にして研 究 に取 り組 んできて います。がん患者 の体験す る症状 は、単 に身体 的な もの
で はな くがんの軌 跡、文脈 に彩 られ症状 を体 験 して いる人の独 自に個 々の症状 の意 味を持 って い
ます。 この症状 の意 味が理解で きる とケアの奥行 きが広が ります。 また 、がん患者 の持つ 力を 目
の当た りにできた ときには、そ のす ごさに胸 を うたれ ると同時 に、それ を支援で きる看護 とは何
なのかを 明 らか に してい くことが私 の役割 ではな いか と考えて います。現状では 、診療技術 の進
歩や 医療費 の抑制 の視 点か ら治療期間 の短縮化が 図 られ、患者 と家族 にさ らな るセル フケア を行
うことが求め られて います。 このよ うな 中で、患者や 家族の持つ力 を引き出し促進 させて いくた
めの看護 につ いて研究 を深 めて行 きた いと考 えて います。
大 阪大 学医学部附属病 院には平 成20年 にオンコロジーセ ンターが開設 され、がん患者 に対 す る
専門性な らび に質の高 い医療サー ビスが提 供 されて います。 また 医学系研 究科 には我が 国で最 初
の緩和医療学講座 もあ り、 がん領域 の研究 を行 って い くにはす ば らしい環境 である と考 えます 。
このよ うな環境 を活 用 して 、他職種 の研究者 とも連携 をと りがん看護 の研究 を積 み重ねて いきた 
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いと考 えて います 。 また 同時 に次世代 のがん看護の研究者 、実践 者の育成 に も努 めて いく所存 で
す。がん看 護 の領域 は多岐 にわた る ことや 医療技術が急速 に進 んでい ることか ら、 自分 自身 も自
己研鑽 し看 護実践 力や研 究能力 を高め ていきた と考 えて います。
まだまだ未熟な部分 も多 く、皆様 に ご指導 を仰ぎなが ら努めて まい りたい と思 いますので、 ど
うぞ よろ しくお願 い申 し上げます 。
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